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2012 年度中国人留学生への研究奨励賞授賞式と研究発表会 

 
 

2012年 12月 21日、３人の中国人留学
生への研究奨励賞授賞式と、受賞者による

研究発表会が李纓中国大使館公使参事官、

有山理事長、藤崎副理事長、山脇副理事長、

堂山理事、他関係者の出席で、藤崎副理事

長の司会の下、東京大学本郷山上会館で行

われました。 
受賞者の所属・研究題目・指導教官は次

のとおりです。 
 

受賞者の研究テーマ・経歴・指導教官 
１． 李 陽（LI, Yang） 

故障利用物理攻撃とその対策 

江蘇省鎮江市 1986.6.28 生れ 

電気通信大学大学院 情報理工学研究

科 総合情報学専攻 博士課程 2年  

指導教員：同上准教授 崎山一男  

２． 元 金石（YUAN, Jinshi） 

ハフニウム炭化物単結晶ナノワイヤの

作成と電子源への応用 

黒竜江省ハルビン市 1983.4.13 生れ 

筑波大学/物質・材料研究機構 連携

大学院 博士課程修了(2012.7 博士号

取得) (独) 物質・材料研究機構 一次

元材料グループ ポストドク研究員 

(2012.8～現在) 

指導教員：同上先端材料プロセスユニ

ット一次元ナノ材料グループ グルー

プリーダー 唐 捷 

 

３． 張 治宇（ZHANG, Zhiyu） 

強磁場発生用超伝導磁気レンズの開発 

四川省重慶市 1985.05.20 生れ 

九州大学/物質・材料研究機構 連携

大学院 博士課程 3年 

指導教員： 同上マグネット開発グルー

プ  グループリーダー 九州大学/物

質・材料研究機構連携大学院 教授 木

吉 司 

 

授賞式では、有山理事長の挨拶に続き、

賞状と副賞 10 万円が贈呈され、中国大使

館李纓公使参事官からの祝辞をいただき、

受賞者を代表して李陽氏から感謝と今後

の日中科学技術交流への貢献への抱負が

表明されました。 
研究発表会では、受賞者の指導教員から

の研究概略のご紹介と受賞者の研究発表

が行われました。 

 
李纓公使参事官の祝辞 

 

尊敬する有山正孝理事長 

ご来賓の皆様 

ただいまご紹介に預かりました中国駐

日本国大使館科学技術部公使参事官の李

纓でございます。本日、2012年度中国人留

学生への研究奨励賞授賞式と研究発表会

にお招きいただき、大変光栄に存じます。

まず、中国大使館を代表して、本年度授賞
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されたの方々を祝賀の意を表したいと思

います。また、長年以来、日中科学交流事

業にご尽力なされてきた日中科学技術交

流協会の皆様に、衷心より感謝を申し上げ

ます。 

ご存知のように、日中科学技術交流協会

は 1977 年に設立され、この 35 年にわたっ

て多くの科学者・技術者を中国に送り、ま

た中国から受入れ、多くの日中合同のシン

ポジウムを企画・開催する等の活動を続け

てきました。日中科学技術交流協会に支持

され、奨励された科学者や技術者は帰国後、

各技術分野で活躍、重要な地位を占め、中

国経済と科学技術の発展に多大な貢献を

されたと言えます。 

これらの素晴らしい成果が得られたの

は、日中科学技術交流協会の歴代理事長と

役員、受賞者たちの大学や研究所、そして

教師先生のご協力と努力のおかげであり

ます。特に、去年 311大震災後、日本財政

と企業経営の困難の中に、奨学金プログラ

ムを実施し続けることに心から感謝を申

し上げたいと思います。 

現在、中日両国ともエネルギー、電子、

医療、新材料など様々な産業技術の更なる

発展を期待する中、ご在席の方々は、中日

間の科学技術交流架け橋の役割を果たさ

れてきました。今後もより一層ご尽力され、

中日産業技術の交流促進と両国の友誼を

深めることに貢献されることを期待して

おります。 
皆様のご健康とご活躍、及び 2012 年度

受賞した留学生達には日本での学習生活

が実り豊かになるように祈念し、私のご挨

拶とさせて頂きます。 

贈呈式での３人の受賞者と授賞式出席者の記念写真    
前列左から張治宇氏、元金石氏、李纓公使参事官、有山正孝理事長、李陽氏、崎山一生、

後列左から王学睿書記官、松本真治氏、堂山理事、山脇副理事長、藤崎副理事長、永崎事

務局長

 

 

 

 

 


